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決 算 認 定

Q＆A

決算審査の
質疑から

総
務
産
業
建
設
所
管
の
審
査
よ
り

Ｑ　

町
政
懇
談
会
の
参
加
人
数
と
開
催
の

成
果
は
。

Ａ　

参
加
者
は
、各
地
区
20
名
か
ら
50
名

程
度
で
あ
る
。
町
政
に
つ
い
て
、直
接

聞
く
こ
と
が
で
き
た
幅
広
い
意
見
と

対
応
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
る
。
区
長
さ
ん
に
は
各
校

区
分
の
意
見
を
一
覧
に
し
て
渡
し
て

い
る
。

　
　

今
後
も
町
政
懇
談
会
は
、町
長
の
意

向
で
来
年
度
以
降
も
実
施
し
て
い
く
。

Ｑ　

職
員
の
有
給
休
暇
の
取
得
率
は
。

Ａ　

平
均
の
取
得
日
数
は
、平
成
26
年
度

は
１
人
当
た
り
７
．８
日
、平
成
27
年

度
は
１
人
当
た
り
８
．３
日
で
あ
る
。

　

有
給
休
暇
の
取
得
率
は
、平
成
28
年

度
、
20
％
を
少
し
切
る
程
度
で
あ
る
。

対
策
と
し
て
、月
に
１
日
、ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
休
暇
を
取
得
す
る
よ

う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

※
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は

仕
事
と
生
活
を
共
存
さ
せ
、
調
和

の
と
れ
た
人
生
を
生
き
る
こ
と
。

意
見

　

時
間
外
勤
務
が
一
部
の
職
員
に
偏
っ

て
い
る
。
健
康
管
理
面
を
含
め
、
特
定

の
職
員
に
業
務
の
偏
り
が
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
構
築
す
る

べ
き
。

Ｑ　

平
成
27
年
度
決
算
認
定
で
の
反
省
点

を
踏
ま
え
、平
成
28
年
度
に
実
施
し
た

も
の
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

昨
年
度
、事
務
事
業
評
価
を
実
施
し
、

課
及
び
係
の
目
標
の
進
捗
状
況
を
把

握
し
、次
年
度
予
算
に
反
映
す
る
よ
う

対
応
し
て
い
る
。

Ｑ　

６
億
９
千
万
円
の
余
剰
金
と
は
。

Ａ　

余
剰
金
は
、事
業
を
実
施
し
た
結
果
、

入
札
減
少
金
や
経
費
の
削
減
等
に
よ

り
余
剰
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、基
本
的
に
は
一
般
財
源
で
あ

り
、町
税
が
予
算
額
よ
り
増
額
と
な
る

な
ど
の
歳
入
の
増
加
と
、歳
出
の
削
減

を
併
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

増
加
部
分
と
減
少
部
分
の
内
訳
は

個
々
に
は
算
出
し
て
い
な
い
。

Ｑ　

経
常
収
支
比
率
の
今
後
の
改
善
の
た

め
に
、ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
く

の
か
。

Ａ　

扶
助
費
が
毎
年
１
億
以
上
増
加
し
て

い
る
。
予
算
全
体
を
で
き
る
だ
け
精
査

し
改
善
に
努
め
た
い
。

Ｑ　

工
業
振
興
の
雇
用
促
進
奨
励
金
の
交

付
算
定
基
準
は
。

Ａ　

交
付
金
額
は
条
例
で
一
人
40
万
円
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
企
業
か
ら
申
請
が

あ
っ
た
も
の
を
、町
で
審
査
し
基
準
を

満
た
し
た
も
の
に
交
付
し
て
い
る
。

　
　
職
場
環
境
に
も
、『
働
き
方
改
革
』
を
！

い
か
に
適
切
な
行
財
政
運
営
を
す
る
か
が
鍵
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